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【
本
部
副
委
員
長
・
渡
辺
義
久

記
】
私
た
ち
建
設
従
事
者
の
賃
金

引
き
上
げ
と
処
遇
改
善
の
成
果

を
、
私
た
ち
自
身
が
手
に
す
る
た

め
の
�
道
具
�
が
建
設
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
で
す
。
で
す
か

ら
労
働
組
合
と
し
て
の
課
題
は
、

シ
ス
テ
ム
に
参
加
す
る
か
し
な
い

か
、
の
選
択
を
議
論
す
る
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
実
践
的
な
課
題
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
シ
ス
テ
ム
の
運

営
に
あ
た
り
、
全
建
総
連
を
中
心

に
東
京
土
建
も
主
体
的
な
役
割
を

し
っ
か
り
と
担
っ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
す
べ
て
の
組
合
員
の

協
力
が
必
要
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
登
録
が

始
ま
り
ま
し
た
。「
ま
ず
隗（
か
い
）

よ
り
始
め
よ
」
（
註
）
と
い
う
こ

と
で
、
7
月
3
日
に
私
は
�
一
人

親
方
�
な
の
で
、
事
業
所
と
技
能

者
の
両
方
で
登
録
を
し
て
み
ま
し

た
。
相
当
に
ア
ナ
ロ
グ
な
私
で
も

本
部
の
書
記
局
の
手
助
け
で
、
登

録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

書
記
、
職
員
の
皆
さ
ん
に
は
、

新
た
な
事
務
作
業
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
登
録
を
通
じ
て
仲
間
の
就

労
や
技
術
技
能
の
実
情
を
熟
知
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
シ
ス
テ
ム

構
築
に
よ
り
、
仲
間
の
実
態
に
根

差
し
た
要
求
を
掲
げ
、
将
来
の
建

設
技
能
者
の
社
会
的
地
位
向
上
の

た
め
に
は
シ
ス
テ
ム
が
必
要
な
基

本
的
業
務
と
な
る
こ
と
を
理
解
い

た
だ
き
、
5
年
間
で
す
べ
て
の
仲

間
を
登
録
す
る
た
め
、
と
も
に
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。

（
註
）
物
事
は
言
い
出
し
た
者
か

ら
始
め
よ
と
い
う
こ
と

こ
れ
ま
で
本
・
支
部
の
説
明
会
で
は
、
「
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
シ
ス
テ
ム
に
組
合
が
率
先
し
て
参
加
し
な
く
て
も
良
い
の
で

は
」
「
ま
だ
ど
う
な
る
か
分
か
ら
な
い
も
の
に
急
い
で
参
加
す
る

こ
と
は
な
い
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ

う
し
た
疑
問
に
答
え
て
い
き
ま
す
。

入賞は東京土建のカレッジ生（ＯＢ含む）が独占

【
建
築
カ
レ
ッ
ジ
・
吉
川
新
吾

記
】
7
月
22
日
、
都
立
多
摩
職
業

能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
府
中
校
で
、

「
全
建
総
連
東
京
都
連

第
32
回

青
年
技
能
競
技

大
会
」
（
競
技

課
題
「
四
方
転

び
踏
み
台
」
）

が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
大
会
で
、
東
京
建
築
カ
レ

ッ
ジ
第
10
期
生
で
現
在
、
カ
レ
ッ

ジ
の
指
導
員
を
務
め
る
東
京
土
建

の
千
葉
幸
大
さ
ん
（
小
金
井
国
分

寺
支
部
）
が
グ
ラ
ン
プ
リ
、
金
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。
千
葉
さ
ん
は

所
属
の
支
部
・
群
か
ら
の
熱
い
応

援
が
、
会
場
で
注
目
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

2
位
以
下
の
受
賞
者
は
以
下
の

通
り
で
す
。
銀
賞
＝
カ
レ
ッ
ジ
第

21
期
生
の
髙
田
慎
太
朗
さ
ん
（
清

瀬
久
留
米
支
部
）
、
銅
賞
＝
同
第

13
期
生
の
柴
田
輝
実
さ
ん
（
村
山

大
和
支
部
）
、
第
4
位
＝
同
第
13

期
生
で
現
在
、
指
導
員
を
務
め
る

赤
井
立
矢
さ
ん（
江
戸
川
支
部
）、

第
5
位
＝
横
山
剛
士
さ
ん
（
大
田

支
部
）
、
第
6
位
＝
酒
井
誠
さ
ん

（
建
設
ユ
ニ
オ
ン
世
田
谷
支
部
）。

出
場
選
手
数
は
13
人
で
し
た
（
出

場
予
定
16
人
）
。

上
位
3
人
が
9
月
15
〜
17
日
に

茨
城
県
で
開
催
さ
れ
る
「
第
34
回

全
国
青
年
技
能
競
技
大
会
」（
全

建
総
連
主
催
）
に
、
東
京
代
表
と

し
て
出
場
し
ま
す
。東

京
土
建
技
術

研
修
セ
ン
タ
ー
と

東
京
建
築
カ
レ
ッ

ジ
、
東
京
土
建
技

術
対
策
部
は
9
月

16
日
に
応
援
バ
ス

ツ
ア
ー
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
ツ

ア
ー
の
申
し
込
み
締
め
切
り
は
、

8
月
10
日
で
す
。
問
い
合
わ
せ
等

は
各
支
部
の
技
術
対
策
担
当
へ
お

願
い
し
ま
す
。

東京土建本部で登録作業をする渡辺副委員長（右）

Ｑ
．
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス

テ
ム
を
構
築
す
る
目
的
は
。

Ａ
．
建
設
業
が
将
来
に
わ
た
っ
て

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
た

め
に
は
、
現
場
を
担
う
技
能
者
の

高
齢
化
や
若
者
の
減
少
な
ど
と
い

う
構
造
的
な
課
題
へ
の
対
策
を
よ

り
一
層
推
進
し
、
建
設
業
を
支
え

る
優
秀
な
担
い
手
を
確
保
・
育
成

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

建
設
技
能
者
は
他
の
産
業
従
事

者
と
違
い
、
異
な
る
事
業
者
の
現

場
で
経
験
を
積
ん
で
い
く
た
め
、

各
技
能
者
が
統
一
的
に
評
価
さ
れ

に
く
く
、
現
場
管
理
や
後
進
の
指

導
な
ど
、
一
定
の
経
験
を
積
ん
だ

技
能
者
が
果
た
し
て
い
る
役
割
や

能
力
が
、
処
遇
に
反
映
さ
れ
に
く

い
環
境
に
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、技
能
者
の
保
有
資
格
、

社
会
保
険
加
入
状
況
等
と
と
も
に

就
業
実
績
を
、
シ
ス
テ
ム
に
蓄
積

す
る
こ
と
で
、
処
遇
の
改
善
や
技

能
の
研
さ
ん
に
つ
な
げ
る
基
本
的

な
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
建
設
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
官

民
一
体
で
進
め
ま
す
。

Ｑ
．
手
に
職
が
な
い
者
（
見
習
い

な
ど
）
に
つ
い
て
も
技
能
者
登
録

の
対
象
と
な
る
の
か
。

Ａ
．
技
能
者
情
報
登
録
の
対
象

は
、
作
業
員
名
簿
に
掲
載
さ
れ
る

者
を
基
本
と
し
て
お
り
、
手
に
職

が
な
い
者
（
見
習
い
な
ど
）
に
つ

い
て
も
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
正
規
社
員
、
非
正
規
社
員
な

ど
の
雇
用
形
態
も
問
い
ま
せ
ん
。

Ｑ
．
一
人
親
方
の
場
合
は
、
事
業

者
登
録
と
技
能
者
登
録
、
両
方
が

必
要
と
な
る
の
か
。

Ａ
．
一
人
親
方
は
事
業
者
で
あ

り
、
か
つ
技
能
者
で
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
事
業
者
情
報
と
技
能
者
情

報
の
両
方
に
つ
い
て
登
録
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
な
お
こ
の
場
合
の

登
録
料
の
ご
負
担
は
、
技
能
者
登

録
料
の
み
と
な
り
ま
す
。

【
特
別
教
育
な
ど
】

石
綿
9
月
4
日
午
後（
火
）池
袋
、

4
2
0
0
円
、
自
由
研
削
砥
石
・

丸
の
こ
・
熱
中
症
と
3
日
間
連
続

セ
ッ
ト
割
引
1
万
7
2
0
0
円

自
由
研
削
砥
石
9
月
5
日
（
水
）

池
袋
、
7
5
0
0
円

丸
の
こ
・
熱
中
症
9
月
6
日（
木
）

池
袋
、
7
5
0
0
円
、
丸
の
こ
の

み
4
8
0
0
円
、
熱
中
症
の
み
3

3
0
0
円
、
自
由
研
削
砥
石
と
2

日
間
セ
ッ
ト
割
引
1
万
4
千
円

足
場
8
月
28
日
（
火
）
池
袋
、
7

千
円

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
9
月
11

日
〜
12
日
（
火
水
）
池
袋
、
1
万

4
千
円

低
圧
電
気
10
月
2
日（
火
）池
袋
、

7
5
0
0
円

【
作
業
主
任
者
】

足
場
9
月
19
日
〜
20
日
（
水
木
）

池
袋
、
1
万
1
千
円

有
機
溶
剤
（
塗
料
・
シ
ン
ナ
ー
に

含
有
の
エ
チ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
や
塗
料

剥
離
剤
の
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
で
も

必
要
に
）
8
月
29
日
〜
30
日
（
水

木
）
池
袋
、
1
万
1
千
円

【
建
設
機
械
】

小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
9
月
26
日

〜
28
日
（
水
木
金
）
池
袋
（
実
技

は
板
橋
）
、
3
万
2
千
円

玉
掛
9
月
21
日
〜
23
日（
金
土
日
）

西
多
摩
支
部
会
館
、
2
万
1
千
円

小
型
車
両
系
建
設
機
械（
整
地
等
）

特
別
教
育
（
機
体
重
量
3
ト
ン
未

満
の
整
地
・
掘
削
機
械
の
運
転
）

10
月
4
日
〜
5
日
（
木
金
）
池
袋

（
実
技
は
板
橋
）
1
万
5
千
円

塗
装
工
（
短
期
・
請
負
）

根
本

一
（
府
中
国
立
支
部
）

☎
0
4
2
―
3
6
5
―
6
8
1
0

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
工
事
（
正
規
）

㈱
エ
ム
ケ
ー
（
府
中
国
立
支
部
）

☎
0
4
2
―
4
4
6
―
2
0
0
1

塗
装
工
事
の
管
理
（
正
規
）

㈱
環
境
セ
ラ
ス
テ
ク
ノ
（
板
橋
支
部
）

☎
3
9
6
7
―
5
2
1
2

電
気
工
事
、
計
装
工
事
（
正
規
）

フ
カ
ヤ
電
工
（
江
戸
川
支
部
）

☎
0
8
0
―
4
4
0
9
―
1
4
8
8

リ
フ
ォ
ー
ム
業
（
短
期
）

㈱
オ
レ
ン
ジ
ホ
ー
ム
ワ
ー
ク
ス
（
江
戸

川
支
部
）

☎
5
6
3
3
―
9
3
0
5

現
場
監
督
、
大
工
（
正
規
）

㈱
解
良
工
務
店
（
足
立
支
部
）

☎
3
6
0
6
―
1
3
6
5

鉄
筋
（
正
規
）

㈱
田
郡
ス
チ
ー
ル
（
西
東
京
支
部
）

☎
0
4
2
―
2
9
0
―
9
2
6
4

シ
ー
リ
ン
グ
工
（
正
規
）

飯
田
シ
ー
リ
ン
グ
（
足
立
支
部
）

☎
0
9
0
―
3
3
1
0
―
4
9
2
2

舗
装
切
断
工
（
カ
ッ
タ
ー
・
コ
ア
ー
）

（
正
規
）

㈱
中
島
カ
ッ
タ
ー
興
業
（
大
田
支
部
）

☎
3
7
5
7
―
9
0
0
1

大
工
（
正
規
）

形
山
建
築
（
荒
川
支
部
）

☎
0
9
0
―
7
2
4
4
―
3
2
0
1

Ａ
Ｌ
Ｃ
（
正
規
）

福
原
Ａ
Ｌ
Ｃ
（
世
田
谷
支
部
）

☎
0
9
0
―
3
5
9
7
―
6
3
3
5

解
体
工
（
正
規
）

川
口
解
体
工
業
㈱
（
足
立
支
部
）

☎
0
4
8
―
2
8
8
―
7
3
5
0

大
工
（
短
期
）

ニ
ー
ズ
建
装
㈱
（
世
田
谷
支
部
）

☎
5
3
5
7
―
8
7
6
2

基
礎
工
事
（
正
規
・
請
負
）

㈱
ｔ
ｒ
ｕ
ｓ
ｔ
（
多
摩
西
部
支
部
）

☎
0
8
0
―
5
1
8
8
―
7
1
1
7

鉄
筋
工
（
正
規
）

㈱
林
田
工
業
（
練
馬
支
部
）

☎
0
9
0
―
7
7
0
6
―
0
4
7
3

型
枠
大
工
（
正
規
）

㈲
ア
ク
ア
テ
ッ
ク（
小
平
東
村
山
支
部
）

☎
0
4
2
―
3
1
6
―
6
6
5
1

大
工
・
外
構
工
事
（
請
負
）

㈲
伊
藤
工
務
店（
小
金
井
国
分
寺
支
部
）

☎
0
4
2
―
3
2
2
―
0
0
2
1

配
管
工
〈
ガ
ス
〉
、
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手

（
正
規
）

㈲
白
川
建
設
（
府
中
国
立
支
部
）

☎
0
4
2
―
5
4
8
―
4
1
7
7

什
器
製
造
取
付
（
正
規
・
短
期
）

い
す
ず
工
芸
㈱
（
台
東
支
部
）

☎
5
8
3
8
―
2
6
0
0

千
葉
幸
大
さ
ん
が
金
賞

上
位
３
人
が
全
国
大
会
に
出
場

求

職


